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＜連絡事項＞

・病院印刷室の印刷機が故障していましたが、修理が完了しています｡

・環境整備担当より

　ベッドマットについて、消毒済の物へ赤テープで印をつけています。

　病棟内窓の結露が目立ってきましたので、毎朝の清掃時に結露拭きを行っていきましょう｡

・シャワー浴終了となります。本日のナイトプログラムで患者様への説明をお願いします｡

＜患者様連絡事項＞
・坂本　秀男様～血圧高値続いている事から、主治医より9/23朝より　　　　　　ディオバン（40）（血圧降下剤）1T　1×朝　6日分臨時処方となっています｡引き続き、血圧の変動等観察していきましょう｡

・駒木　洋士様～退院に向けて本日、栄養士からの栄養指導実施予定です｡糖尿病等の合併症の無い方ですので、一般的な食事についての指導内容との事です｡全２回で、後日あと１回実施予定です｡

・板橋　雅勝様～退院に向けて、本日受け持ちスタッフ付き添いにて自宅への外出訓練を行っています｡交通機関の利用等は問題無く、退院後の不安については食事に関する事を挙げています。今後、食事に関する訓練を計画して行く事としています｡退院後の生活について、退院先を自宅としていましたが、本日受け持ちスタッフとの話し合いの中で「母宅へ退院し、母との同居をしたい」と希望が聞かれています｡今後、再度話し合いを行い、退院先を明確にしていくこととしています。

・倉橋　生子様～本日スタッフ付き添いにて、馬場町眼科クリニック受診しています｡遠視との事で、他の異常は無いと説明されています｡主治医へは受診後の結果伝えています。

＜作業療法経過報告＞
・浅野　秀子様～作業中、脱肛を気にする発言多く、作業室流しへこもりズボンを下げ確認している事やトイレの訴え多くなってきているとの事です｡現在の作業内容で裁縫を行っていますが、上記状態に伴い集中出来ずにいます。針等危険物を扱う作業である為、危険の無いよう病棟スタッフも観察していきましょう｡

・小坂　君子様～「毛糸の色が悪いから間違える」等、現実的でない事を話すこと多く、要望通り毛糸を他の色に交換しても同様の様子見られているとの事です｡病棟でも幻聴の訴え多くなっていますので、要観察していきましょう｡

＜川端Dr.診察状況＞
・佐々木　康子様～口渇、不安感の訴え多く聞かれている事を主治医へ情報提供しています｡診察時も口渇を強く訴え、定期処方の変更を希望されています。主治医からは、口渇と不安・イライラ等の症状は別々に考えるように説明されています。服薬調整あり、

○リスペリドン（1）（精神神経用剤）2T　朝・就床前→リスペリドン（1）1T朝のみ

○タスモリン（1）（抗パーキンソン剤）3T→中止

○白虎加人湯3P　3×7日分

○ロンフルマン（0.25）（催眠鎮静剤）1.5T→ロンフルマン（0.25）2T　1×就床前　7日分

　　　　　　　　　恐怖感・焦燥感に対し、下記予測指示（9/22～9/29まで）あり。

　　　　　　　　　リスペリドン（2）1T（精神神経用剤）

　　　　　　　　　レキソタン（5）1T　（抗不安剤）　　　内服

                  6時間以上あけて、1日2回まで可

　　　　　　　　　引き続き、口渇・焦燥感等の症状の観察をしていきましょう。

・田名部　浩平様～今週から単独で外出していることを主治医へ情報提供しています。買い物、金銭管理、帰院について問題無く行えていますが、引き続き無断離院のないよう要観察していきましょう。主治医より青山荘入所に関しては、まだ正式に決定していない為、本人へは正式決定するまで伝えない様にとの事です｡

・清川　厚子様～9/26（日）9:00～19:00まで外出希望あり、主治医より許可となっています｡診察時、主治医より退院時期について11月を目途として行っていくことを伝えられています｡それまで、日課・プログラム等をしっかり行っていくよう指導を受けています｡

・小坂　君子様～診察時も「エコーが入ってくる」と妄想発言ありますが、表情にはゆとり見られています｡主治医より、現在はあまり調子が良くないため、良くなってきたらバスを利用した外泊訓練を行っていき半年～1年を目途に退院をすすめていくとの説明を受け、納得されています｡

・鈴木　茂子様～診察時「乳がん、子宮がん検診の書類が届いている為受けに行きたい」と希望あります｡主治医からはご家族（姉）へ相談してみるよう伝えられ、納得されています｡また、うみねこ幸房利用者と物々交換している事を主治医へ情報提供し、物のやり取りをしないよう指導を受けています。

・滝澤　久江様～右目の麦粒腫について軽減していますが、あと1週間程度は点眼を続け、その後は様子をみていくよう指示あります｡
































































